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論 文 内 容 の 要 旨

本論文の目的は, わが国においてややもすれば心理療法と心理テス トとが背反するがごとく解せられ易

かったのに対 し, ロールシャツ- 法をとり, その心理療法場面における適用性を明らかにしようとしたも

のである｡

本論文は5章よりなり, 第3章, 第5章は実証的研究である｡ 第1章においては先ずロ- ルシャッ- 法

の発展過程を, 特に臨床的な面にしぼって, 歴史的に述べている｡ すなわちRorschachの工夫,Schafer

の主題分析を中止､とする発展, 精神分析理論の導入, これらの間におけるジレンマを克服するものとして

現在問題とされきた Klopferらの現象学的な接近法に至る発展を概観 している｡ 次にわが国 において特

に問題視される診断と治療の対立性をとりあげている｡ わが国のカウンセリングをする人は多く,Rogers

の立場によっており, その診断無用論の影響を受けている事実に対 し,Rogers説の歴史的文化的背景に

ついても考察を加え, 無批判的な導入の危険性を論 じている｡ 終 りに, ロ- ルシャッハの診断は, 自我機

能を知る点に重点があることを指摘 し, これから得られた自我構造の知見を参考にして, 予後判定の点に

ついても, ロールシャッ- 法が有用と考えられることを論 じ, 序論としている｡

第 2葦 (自己実現の過程とロールシャッ- テクニック) においては, 最近の自我心理学の発展によって

明らかにされてきた自我機能と,Jungの自己実現の考えとを基礎として, 心理療法の目的としての自己

実現の過程を, Klopforの考えを参考にしながら概観 し, それとロールシャッ- 反応との関係を論 じてい

る｡ 次章のロールシャッハ法の心理療法場面における適用性の理論的背景として述べたものである｡

第3葦 (心理療法とロールシャッ- テクニック) においては, ロールシャッ- 法を用いて, 心理療法の

予後判定や, 効果の測定を行った今までの研究を概観 し, ついで森田療法を受けた患者39名 (神経症35

令, 精神分裂病4名) について, Klopferのロールシャッ- 予後評定尺度 (氏.P.R.S.)を試み, 退院後の

状態との関係を検討, さらに34名の神経症患者について治療前と治療後のロ- ルシャッ- 法を施行, 治療

者による判定との関係を細部にわたって検討 している｡
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第4章 (現象学的接近法) においては先ず臨床心理学における現象学的立場をとる Jaspers,Rogers

その他の人びとの見地を比較検討 しつつ, Klopferの考えに従って, 観察者が, 自分の観察を記述するに

あたり, ある程度の枠組をもっことは避けられず, 最近の研究は客観的事実との関連についても主観, 客

観を通じてのある型の現れを把握 しようとする方向にあるとし, ロールシャッ- 法に対 しても現象学的な

接近法が可能である, また有用であると論 じている｡

第 5 章 (事例研究) においては, 現象学的接近法の一つの例として, 9 才の不潔恐怖症児童の治療にお

いて, その前後にロールシャッ- 法を施行 し, テス トで得られた反応語を刺激語として, 言語連想検査を

併用 し, これに分析心理学的解釈を加え, 児童の内的枠組からの接近を図り, 心理療法の過程を内面から

追及 している｡ 筆者はこれを以て診断と治療の関連に対する欝二の証明としているのである｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

Rogersの影響の下に心理診断と心理治療とが背反するかの如き見解がわが国において支配 し易かった

のに対 し, 筆者はロールシャッ- テス トをとり, 森田療法の患者に対するKlopferのロールシャツ- 予後

評定尺度の適用性と- 恐怖症児童の内面への接近についてのロールシャッ- 反応語の活用との両面から,

心理診断の心理治療に対する有用性を証明しようとし, これに成功 している (第3章, 第5章) のは筆者

の中心的な業績であって高 く評価 してよい｡ 他はこれに対する理論法並びに他学者の研究の背景を論 じて

本研究の意義を明らかにしたものである｡

筆者は第4章の現象学的接近法において, その理論的枠組が ｢Klopferの流れを汲み, ユング派の考え

方を基礎とし, 自我心理学の方法を借 りたもの｣ であると述べているが, これは筆者の立場をよく現わし

ている｡ 第2章における ｢自我心理学の発展｣ と ｢Jun g における自己の概念｣ においては, 広 く自我論

を展開 したわけではないが, しかし最も重要なものの一つであるRogersの自己の概念にもふれ, それら

に通ずる, 人間内部の成長可能性に注目し, これを心理療法における中核とした点をとりあげたのは, 臨

床家としてす ぐれた重要な知見である｡ 序論, 第3章等において米欧の文化と日本の文化との相違が心理

療法の導入において無視 し得ない問題を生ずることを指摘 して, 日本の心理治療家の陥り易い過誤を指摘

したことも, 筆者の欧米における生活経験を生かした貴重な成果である｡ 第4章の現象学的接近法の考察

は, その歴史的叙述等においては筆者の基礎心理学的教養の不足が見 られるとしても, Klopferに従って

臨床関係における現象学的接近法の構造を分析 した点, 米欧における現象学的接近法における夫々の文化

を背景とする相違に注目した点などには, また筆者のす ぐれた知見を認めることができる｡

第 5 章, 不潔恐怖症の 9 才児にロールシャッハ法を適用し, テス トで得られた反応語を刺激語として連

想検査を行い, これに分析心理学的解釈を加え, 治療に伴 う児童の内面生活の経過を追跡 した事例研究に

見 られる, 筆者の臨床家としての着想と技能には極めてす ぐれたものがあり, 高 く評価すべきである｡ し

かしその解釈の根拠についての説明は, 筆者自身にとっては自明に近いことであるとしても, 表現にはな

お十分とは云い難いものがある｡

これを全体として見るとき説明や論述の十分でない点が若干残されてはいるが, 本論文は, 筆者が 1年

半 UCLA の Klopferのもとに留学 して, 親 しくロールシャッハ法の指導を受け, さらにスイスのユン
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グ研究所に留学 して2年半分析心理学技法を修得 して帰国, これらの修業を中核として, その前後約10年

にわたって臨床経験を重ねてきた多年の研鍔の結晶であって, わが国の臨床心理 ･教育臨床の領域におけ

る得難い独自な業績であり, 重要な寄与をなすものといってよい｡

よって本論文は教育学博士の学位論文として価値あるものと認める0
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